
第3回若手研究者助成事業

若手の会では第3回の若手研究者支援事業として大学院生が研究
費を獲得することで、研究環境をより充実させていくことを目指
し、研究費に関するセミナーを開催しました。

セミナーはハイブリット形式で開催され、参加者は大学院生だ
けでなく、大学院に興味のある学部生の参加もありました。
演者は研究費を獲得した経験のある大学院生が担い、申請書の

書き方のコツ、研究費をどのように活用しているかなどについて
発表がありました。また、研究費を獲得することでアルバイトに
割く時間が減り、研究に割ける時間が増えること、研究費の獲得
にチャレンジすることで他者に研究を評価してもらう機会となる
こと、学会等でのプレゼン力が向上する機会にもなったことなど、
実際の経験を踏まえた発表に、参加者は熱心に聞き入っていまし
た。
セミナー後の質疑応答では、「（研究費の）申請書を記載する

までにどのくらいの期間が必要だったか」、「口述での試験の対
策はあるか」などの質問がありました。これから研究費を獲得し
ようとする院生、大学院に関心のある学生にとって有意義な時間
となりました。

担当：若手の会
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